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NY マーケットレポート（2018 年 2 月 22 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米長期金利の低下傾向を受けて、日米の金利差が縮まるとの見方から円買い・ドル売りが優勢となり、主要通貨

に対しても上値の重い動きとなった。また、序盤に発表された米経済指標が比較的良好な結果となったものの、反応は限定的だ

った。一方、ユーロは、ECB 理事会の議事要旨で、フォワードガイダンスの文言の調整は時期尚早との見解で一致したことなど

が明らかとなり、やや上値の重い動きとなったものの、対ドルではその後反発した。ただ、円に対しては上値の重い動きが続い

た。 

 

 

ECB理事会の議事要旨（1月 24日～25日） 

 

・フォワードガイダンスの文言の調整は時期尚早だとの見解で一致した。ただ、2018 年の早い時期に姿勢を見直すことが可能

だと付け加えた。 

 

・一部メンバーは、インフレ軌道の持続的な調整に対する自信の深まりを具体的に明示するため、資産購入プログラムについて

の緩和バイアスを声明から削除することを望んだが、そのような調整は時期尚早であり、まだ強い信頼によって正当化されるに

至っていない。 

 

・メンバーらはコミュニケーションには安定性が必要で、インフレ見通しへの自信をあらためて強調することが欠かせないとの

認識で幅広く一致した。 

 

・金融政策についてのコミュニケーションは今後も、景気の動向次第かつ ECB のフォワードガイダンスに沿って、突然で無秩序

な調整が後日起こるのを避けることを視野に入れながら進展する。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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米主要経済指標の結果 

 

米新規失業保険申請件数  22.2 万件（予想 23.0 万件・前回 23.0 万件 ⇒ 22.9 万件） 

米失業保険継続受給者数 187.5 万人（予想 193.5 万人・前回 194.2 万人 ⇒ 194.8 万人） 

 

米失業保険申請件数は、前週比で 2 週ぶりに減少した。申請件数の 4 週移動平均は、前週比-2250 件の 22.6 万件。また、集計

が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-7.3 万人の 187.5 万人となった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比-1 万 6250

人の 192 万 6500 人。受給者比率は、前週から 0.1 ポイント低下の 1.3％だった。   

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

1 月米景気先行指標総合指数（前月比） 1.0％（予想 0.7％・前回 0.6％） 

 

1 月の米景気先行指数は、市場予想を上回り、3 ヵ月ぶりの大きな伸びとなった。前年比では+6.2％と、伸びは約 3 年ぶりの大

きさとなった。先行指数の上昇は金融情勢、製造業、住宅建設、労働市場が力強くなっていることが影響した。また、現況指数

は、前年比では+2.2％、遅行指数は+2.5％だった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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米金融当局者の発言 

 

ダラス連銀総裁 

 

・FRB は緩やかに忍耐強く緩和措置を解除すべきだ 

・2018 年は 3度利上げが依然適切な基本的ケースと確信 

・企業は依然価格決定力に欠ける 

 

・われわれはインフレに関して今年若干前進するだろう 

・労働市場逼迫による一段の賃金上昇まだ目にしてない 

・米労働市場は非常にタイトになりつつある 

・2018 年の米ＧＤＰ伸び率を 2.5－2.75％前後と予想 

・自らの基本ケースを変更させる事態は起きていない 

 

 

ダウは一時350ドル以上の上昇も、終盤には失速 

 

米株式市場は、前日まで 2営業日続落した反動で、割安感が出た銘柄を買い戻す動きが先行した。また、米長期金利が低下した

ことから、やや買い安心感が出たことも影響した。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 358 ドル高まで上

昇した。その後は、やや上値の重い動きとなり、終盤にかけて上げ幅を縮小した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：データを基に SBILM が作成 
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ドルは上値の重い動き 

 

米長期金利の低下傾向を受けて、日米の金利差が縮まるとの見方から円買い・ドル売りが優勢となり、主要通貨に対しても上値

の重い動きとなった。また、序盤に発表された米経済指標が比較的良好な結果となったものの、反応は限定的だった。一方、ユ

ーロは、ECB理事会の議事要旨で、フォワードガイダンスの文言の調整は時期尚早との見解で一致したことなどが明らかとなり、

やや上値の重い動きとなったものの、対ドルではその後反発した。ただ、円に対しては上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


